
 

令和３年度 八王子市議会 議会報告会アンケート【結果】 
 

１．期   間：令和 4年 2月 1日（火）～2月 28日（月）  

２．掲載場所：①「ひびき」令和４年２月１日発行号紙面   ②市議会ホームページ（動画・紙面） 

３．SNS 等を活用した周知：LINE、Facebook、Twitter 【１回目:2/10（木） 2回目:2/25（金）】 

４．回答件数：22件 

 

  （１）性別         （２）年代        （３）住所 

  

 

  

 

 

 

 

  

  （5）報告会の認知    （6）再開時の参加希望   （7）参加希望日時（複数回答可） 

 

  

 

 

 

  （8）テーマについて    （14）動画の時間     （15）動画の内容 
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（4）市内の場合の町名 

別所、犬目町、長房町、明神町 2、大和田町、元八王子町、新町、小門町、中野上町 

 

（9）テーマ「所管事務調査」について（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

◎ 市民にはわかりにくいテーマの猛威感じました。具体的に市民にどのような関連があるかわかればより興味深いものにな

ると感じました。 

◎ 普段の保育の仕事とあまり関わりがない内容なのでよくわかりません。 

◎ より専門性を発揮した調査活動ができる事は、現場の状況や声を形にできると思うので、良いかと思います。 

◎ 専門性を発揮したということで、その分野をより詳しく知り、改善点も出やすくなると思う 

◎ 難しい印象を受ける。 テーマ名だけを聞いてもよくわからない。 

◎ 具体的な内容がわかりづらい 

◎ 委員会によっては重複する、もしくはリンクするのではないかと思われる内容（文教の不登校と厚生の発達障害、水

害対策と水辺作り）は合同調査のような形もあって良いかと。 

◎ 今必要な問題だと思うから。 

 

（10）総務企画委員会の調査テーマについて（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

■「ポストコロナを見据えた危機管理の在り方」 

◎ 支援を行政に頼るばかりでなく、どうあるべきか、今後をよりよくするためにみずからの成長期間として、仕事をしている

場合は考え努力していければいいと思う。 

◎ 素晴らしいと思います。 

◎ ライフスタイルの変節、ワークスタイルの変換の企業努力などが頭目の主題になると思う。 

◎ 岩田委員長のおっしゃっている、「今後、有識者の方からの学びを深め」という取り組みに期待致します。 

◎ 地域に密着して行うのはいいと思う 

◎ 日本の各自治体の避難所運営に問題が多いことは長年指摘されてきたが改善が見られない。体育館でプライバシー

のない雑魚寝や、栄養価に問題のある菓子パンやおにぎりだけの食事。イタリアなどでは温かい食事や家族単位のテ

ントなど体制が整えられている。災害大国の日本は後進国であるという認識で取り組んでほしい。八王子は土地もあ

り、今後の再開発計画などに組み入れてほしい。 

◎ 必要なテーマだと思う 

 

（11）文教経済委員会の調査テーマについて（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

■「児童生徒の登校支援～マンパワーとＩＣＴの活用～」 

◎ 高齢者と児童が関係性を築ければいいと思います。 

◎ 私の地域ではボランティアラーが下校時に良く見守りを為さっているようです。 暑さ寒さ厭わず、ご立派です。 

◎ 若尾委員長の投稿を読み、「不登校の中にある児童生徒の方々が、誰も置き去りにしない、させないための取り組

み」を寄り添う心を出発点にして環境作りに取り組んで頂けたらと思います。 

◎ コロナ禍において、ICT活用について道を拓いてくれると現場は助かると思う 

◎ やはり対面授業を希望します。 

◎ 「登校支援」という前提に立つ以上、不登校者を学校に適合させるという方針にならざるを得ない。本来、ICT 活用

というなら登校せずとも義務教育を修了できるオルタナティブも整備するべきではないか。スクールソーシャルワーカーも

すぐには増やせないのだから、違うアプローチも必要と思われる。 

◎ これからの時代にあったテーマだと思う 



 

（12）厚生委員会の調査テーマについて（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

①「幼少期における発達障害の現状及びその相談支援体制」 

②「こども基本条例に関する調査・研究」 

◎ ①について 発達障害の子に対しては、「視覚支援重要」言われています。 ですが、その視覚支援ツールを購入する

ための補助がなく、全て自己負担となり、経済的な問題によってはそのツールすら購入できないと思います。 その結果、

その子が学校で苦しむ、社会で苦しむ、家庭でも苦しむ、という状況になりまねません。 実際に、我が子はその視覚

支援ツール活用して、本人も家族楽になりつつあります。 それらツールについて、兵庫県丹波篠山市では、日常生活

用具として、障害福祉サービスとして、給付を認めているところもあります。 相談支援も重要ですが、相談して、それら

ツールを紹介されたが、経済的に利用できないでは、全く相談をした意味すらなくなりますので、相談をしたその後の

「出口」についても、十分検討をしていただきたいと思います。 また、関係機関でも、そのような支援ツールを活用され

るよう、広報啓発していただくとともに、財政的な支援もお願いします。 

◎ 発達障害を早く見極めていくことが大事だと思う。それを保護者は、素直に受け入れて取り組み、置き去りにしない教

育をしてもらいたい 

◎ 世界の事例を検証してできることを取り入れることが重要だと思います。 

◎ 1)発達障害は現在は多岐にわたり色々な当人にも解らない様な沢山の生活に支障を起こすものが認められている。

良く理解をする委員を認めご協力頂き、家族＆学校の先生、又必要なら生徒にもご理解頂けると当人は学業の脱

線をせずに送れると思う。 2)国連の子供権利条約を認知していませんが日本人の社会の抜け穴が子供や弱者に

平気に権利の侵害をすることがままあります。グローバルな視点を活用する事はとても重要です。子供達の権利の解る

環境、地域の大人達を設定できる社会は必須です。 国連子供基本条例を拝見します。 

◎ ①について。発達障害を持った子が一つの普通園に何名まで在籍可能等の決まりを作ってほしい。園は支援児を受

け入れると補助金が出る為積極的に受け入れているが、現場で働く保育士の声としては、子どもたち全員の安全を保

障しきれない体制で働いている。又、支援児がクラスに多いと保育者も余裕を持って保育することが難しく、叱りたくな

くても子どもを叱らなければその場を収められない場面がある。保育士不足が嘆かれている中で、支援児を普通園に

多く受け入れるのは無理がある。 専門の知識・資格を持った職員がおらず、パートの保育士が支援児対応をしており、

本当にそれでいいのか疑問に思う。支援児を受け入れる体制を整えていただきたい。 

◎ 大切なテーマですね。特に興味があるのは１です。 

◎ ①について。 私が住んでいる日野市では、平成 26 年 4 月に発達支援センター「エール」が誕生し、0～18 歳まで

のお子さんの切れ目の無い支援を行う施設が多くの市民の方に利用されています。又、令和 5 年中に開設予定の 

「子ども包括支援センター」も今後更に 家庭、地域の子どもたちを総合的に支援する拠点として期待が高まっていま

す。 市によって状況は様々かと思いますが、今後の八王子市の相談支援体制に期待致します。 

◎ 現代の問題をテーマにして、改善していくのはいいと思う 

◎ ①について、現在発達障害というもの自体が多様化しているので、現状を把握してその相談支援体制をしっかりとっていくと

いうのは、教育・保育施設や子どもを持つ親にとっても安心して子育てしやすい町づくりに繋がると考える。 

◎ 発達障害のこどもの相談センター、特に進学、就職についての学校外での施設を望みます 

◎ ①幼少期に早い対応を始めることはもちろん重要だが、青年期以降の発達障害も重要課題である。自分は市内の大学で

様々な学生に対応しているが、幼少期から青年期以降に切れ目ないサポートがあればどんなに救われる学生がいたろうと

痛感する。 ②まだ広報も足りていない。当の子どもたちにも意見を聞いて一緒に作成したらいかがか。自治体の条例に未

成年者が関わる事例は多くないだろうが、彼らこそ未来の八王子を作っていくのだから。 

◎ 非常に重要な視点だと思う。 

◎ ②について  近年、世界的にも乳幼児を対象とした幼児教育・保育の重要性が着目されています。この流れは、実証的

研究が進むにつれてさらに加速します。しかし、このような動向の中、未だに子ども達の権利がないがしろにされている問題が



散見されます。極めて由々しき事態です。  八王子の全ての子どもたちの権利を守ることは、その他の市の子どもたち、ひい

ては東京中の全ての子どもたちの幸福を守ることにつながります。子ども基本条例の制定を、強く希望します。 

 

（13）都市環境委員会の調査テーマについて（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

■「水のまちづくり」 

◎ 産官学の取り組みに期待します 

◎ 私は近くの河川、北浅川、南浅川等で子供の頃良く遊びました。河川の綺麗なお水に遊び安いビオトープ等を是非、

お作り下さい。子供の頃はバケツに網を持ちザリガニや沢蟹、小魚を取り家で水槽に入れて飼ったりしました。今の子

供もそれを安全な環境で出来ればとても良いと思います。 

◎ 自然豊かな八王子市の水のまちづくりは、 市民の方以外もとても期待されていると思います。今後が楽しみです。 

◎ 水は欠かせないので大切になると思う 

◎ 八王子の自然は豊かだが、墨田区の事例（画像は隅田川？）とはだいぶ異なるのではないか。市域が広く、浅川

に親しみのない市民も多いだろう。やはり山を基本とした魅力ではないか（多様な自然環境の中にはもちろん川もあ

るが）。個人的には浅川サイクリングロードをもっと整備してほしいとは思いますが。  10.と関わりますが先年の台風

で浅川が決壊していたら市役所はあの立地で役割を果たせるのか？ 対策は大丈夫ですか？ 

◎とても良いと思います。 

 

（16）動画の内容について（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

◎ 特にありません。この内容でいいと思います。 

◎ せっかく動画を作るならもう少しコンパクトにして、例えば京王線、横浜線、中央線の八王子エリアで車内モニタで流し

たらどうですか。あまり、自治体が画像を流す事例はないと思いますが。 

 

（17）「議会報告会@ひびき」の紙面について（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

◎ わかりやすいです。 

◎ 防災や不登校に発達障害は関連性がないような別々の委員会別に記載されていますが実はとても関連性が或者で

す。文面はとてもわかり易く良いと思いますが委員会どうしの連携を委員もご認識下さい。何がこの委員とこの委員と

関連性が在る等の横の連携がかなりあります。 

◎ カラー刷りでテーマに合わせた写真もあり、見やすいと思いました。 

 

（18）今後のテーマについて（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

◎ こういった市政でつめた案件を委員会を作り行うのは大事で期待します。但し第三者委員みたいな方を置き外部の

識者の意見をお伺い下さい。 

◎ 夫婦別姓、LGBT、海外出身者の行政サービスへの参加 etc. 普段大学生と接していると若者は大人の考えてい

る以上に将来の社会の有り様などに関心があります（特に女性は）。八王子も他の自治体のモデルになるような施

策をとっていただきたい。市内に通う大学生が卒業後も暮らしたいと思える街にしないと。 

 

（19）その他、市議会への意見（※原文どおり、「特にない」などは除く） 

◎ 長池公園自然館のトイレを洋式化ウオレッシュ化対応お願いします。 

◎ ジェンダーフリーはいかがですか？ 

◎ この間、多摩御陵の参道で知的障害者の方をケアの方が散歩させて歩き疲れてしゃがみ込むのを発見して声を掛け



ると肥満の障害者にケアさんが難渋していました。ご家族も食欲の有る障害者の家族に食事は良く与えても健康管

理が余り上手ではないようです。ボッチャや障害者でも出来る生涯障害者スポーツ活動のお膳立てを市政で行うと障

害者に纏わる発達障害の是正にもなります。他動、人見知り、言語障害等、私はボッチャ協会の選手の鍼灸マッサ

ージケア活動を行っています。私らなどもご協力できます。是非、ご考察ください。宜しくお願い致します。後、西八王

子駅にホームドアが設置出来たら直ぐに高尾駅、八王子駅、片倉駅、みなみ野駅、北八王子駅等も設置のご検討

下さい。 

◎ 私は西東京に住んでいます。このようなアンケートは、我が市でもあったらいいと思います 

◎ 多くの学生をようする八王子市が、若い方々にとってより暮らしやすい市に向かわれますよう、願います。 

◎ 女性議員がまだ少ない。各党に任せるのではなく、いっそのこと議会としてクオータ制宣言などして取り組んだらいかが

か。また、議会内に大学生部会や中高生部会なども作ってみるなど、まずは議会に注目を集めることも重要ではない

でしょうか。 


